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要 約

給餌後の血漿クレアチニン(Cre)値 の増加の割合と摂食フード中のCre含 有量 とは高い相関性を有 し,高Cre含 有

フー ド給餌猫では血漿Cre値 が摂食前値に復するまで約24時 間を要 した.猫 の血漿Cre値 の評価に当たっては,給

餌の影響を考慮する必要があると考えられた.-キ ーワー ド:食 餌性,猫,ク レアチニン.
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クレアチニン(Cre)は,筋 収縮エネルギー供給源たる

クレアチンリン酸の脱水素化合物である3).Creは 体 内

で恒常的に一定の割合で産出され,腎 臓を通 してのみ排

泄されるため,糸 球体濾過量の75%が 失われると血漿

Cre値 が増加 し1),腎 機能障害の重篤度を反映するとさ

れ,血 漿Cre値 が3.5mg/dlを 超 えると腎機能に障害が

あると判定されている6).

しか し,人 および犬ではCreを 豊 富に含有する肉類

の摂食により血漿Cre値 が増加することが報告 されて

いる5,8).い っぽう,猫 では魚肉を主体 としたフードを

給餌する場合が多 く,他 の動物と比較 して血漿Cre値

に対する食餌性蛋白質摂取の影響が大きいと推測される

にもかかわ らず,血 漿Cre値 に及ぼす給餌の影響を検

討 した報告はない.そ こでまず,各 種キャットフー ド給

与後の血漿Cre値 の変動を観察 し,つ いで精製Cre添

加 フー ド摂食による影響,さ らに高Cre含 有 フー ド摂

食後の変化を観察 した.

材 料 お よ び 方 法

各種キャットフード摂取による影響:臨 床的に健康な

猫14頭(表1)の う ち11頭(No.1,3,5～9,11～

14)を 供試 した.

供試 したフー ドは,Cre含 有量を側)食品分析センター

に依頼 し,ア ルカリピクリン酸吸光光度法で測定 した,

自社製キャットフー ド5種,市 販キャットフード3種 お

よび猫用特別療法食2種 である(表2).給 餌 量は各猫

の維持必要エネルギー量 〔MER:体 重(kg)0.75×98

(kcal)〕 とし,フ ードの代謝可能エネルギー量 〔ME:

(粗蛋 白+可 溶性炭水化物)×3.5+粗 脂 肪×8.5(kcal)〕

か ら算出した(AAFCO ofncial publication, 1993).実

際の摂食量は一部の猫で給餌量を下回った.

給 餌 は1日1回,24時 間 絶 食 後 に行 い,20分 後 に 取

り上 げて 摂 食 量 を 計 測 した.

血 漿Cre値 は,給 餌 直 前 お よ び 給 餌3時 間 後 に,耳

静 脈 よ りヘ パ リ ン加 試 験 管 に採 取 し,遠 心(3,000rpm,

20分 間)し て 得 られ た血 漿 中 のCre濃 度 を ク レァ チ ニ

ンア ミ ド ヒ ドロ ラー ゼ-ク レア チ ニ ンア ミジ ノ ヒ ドロ ラ

ー ゼ-ザ ル コ シ ンオ キ シ ダ ア ー ゼ-POD系 に よ る酵 素

法 で,血 液 化 学 分 析機a)を 用 い て測 定 した.

精 製Cre添 加 フ ー ドの 摂 食 に よ る影 響:表1の う ち5

頭(No.1～3,6,9)を 供 試 した.Cre添 加 フー ドは精

製Creb)を フ ー ドD(表2)に,猫 の 体 重1kgあ た り2

mg,5mg,20mgお よ び50mgの 濃 度 の 水 溶 液 と して

添 加 した.添 加 フ ー ドは24時 間絶 食 後 に猫 に給 餌 し,

給 与 前 と3時 間 後 に採 血 して,血 漿Creを 測 定 した.

フ ー ド摂 食 後 の 血 漿Creの 経 時 変 化:表1の う ち6

頭(No.3,4,8,9,13,14)を 供 試 した.試 験 フ ー ド

はCre含 有 量 の 高 い フ ー ドB(表2)と し た.24時 間

絶 食 後,猫 に試 験 フー ドを給 餌 し,給 与 直 前 お よ び給 餌

後0.5,1,2,3,5,7,10,14お よ び24時 間 後 に採 血

し,血 漿Creを 測定 した.

成 績

各 種 キ ャ ッ トフー ド摂 取 に よ る影 響:Cre含 有 量 の高

い フ ー ドBで は,摂 食3時 間後 の平 均 血 漿Cre値 は3.8

mg/dlと 著 し い高 値 を 示 し たは そ の他,Cre含 有 量 の

高 い フ ー ドA,Gお よ びHの 血 漿Cre値 の高 い 傾 向 が

うか が わ れ た.(表3,図1).

ま た,フ ー ドの 摂 食 量 か ら算 出 し た実 際 の体 重1kg

あ た りのCre摂 取 量 な らび に精 製Cre摂 取 量 と,摂 食3

a)エ ク タケ ムDT-60, KODAK, U.S.A.

b)ク レア チ ニ ン-血 中 ク レア チ ニ ン測定 用,MERCK
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表1　 供 試 猫

時間後の血漿Cre増 加量 との問には,有 意な相関が認

められた(図2).

フー ド摂食後の血漿Cre値 の経時変化:フ ー ドB摂

食後血漿Creは 速やかに増加 し,3時 問後には摂食前に

比べ1.9mg/dl増 加 した.以 後緩やかに減少 したが,摂

食10時 間後でも食前値より高値を示 した(図3).

表2　 供試キ ャッ トフー ドのク レアチニ ン含有量

*猫 の体 重(kg)0.75あ た りのMER

考 察

一般的にCreは 食餌の影響を受 けないとされている

が1),猫 に各種のキャットフー ドを給餌 したところ,

Cre含 有量の高いフードでは,Cre摂 取量に比例 した食

後の血漿Cre値 の増加が観察 された.フ ー ド中の蛋白

質等は腎糸球体濾過量を変動 させる因子4)の一 つとされ

ているが,精 製Cre添 加 フー ド摂取の際にも,添 加量

に依存 した血漿Cre値 の増加が認あられることか ら,

摂 食後の血漿Cre値 の増加はフー ド中の蛋白質などに

よるものでなく,Cre含 有量に起因すると考えられる.

一般に,こ れまで人および犬で報告されている食餌摂

取による血漿Cre値 の変化は,そ れぞれ血漿Cre増 加

量 として0.9mg/dl5),0.4mg/dl8)と,い ずれ も正常域

を超えるものではない.猫 では著しい高値を示 したが,

この原因 は,肉 類の摂食量の差すなわち摂取Cre量 の

差によるものと思われる.人 では摂取 させた牛肉の量は

250～300g5)で,体 重 あたりのCre摂 取 量は約22mg/

kgと,猫 に比較 して低値である.い っぽう犬では,体

重あたりのCre摂 取量は約96mg/kg8)と 今 回の供試猫

表3　 各種 キ ャッ トフー ド摂取猫の食前お よび摂食3時 間後 の血漿 ク レアチニ ンお よびBUN値

N.D.:未 測 定
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供試猫の摂食前の血漿Cre値

図1　 各種 キャ ットフー ド摂食3時 間

後 の猫 の血漿 ク レアチニ ン値

図2　 各 種キ ャッ トフー ドおよ

び精製 クレアチニ ン添加 フ

ー ド摂取猫におけ る体重あ

たりクレアチニ ン摂取 量 と

摂取3時 間後の血漿 クレア

チニン増加量

図3　 高 ク レアチニ ン含有 フー ド摂

食猫におけ る血漿 クレアチニ ン

増加量の推移

よ り高 値 で あ るが,そ の 摂 食 後 のCre増 加 量 は猫 と比

較 して低 値 で あ る.猫 お よ び犬 の外 因 性 ク レア チ ニ ン ク

リ ア ラ ン ス 値 は,猫 で2.94±0.32ml/min/kg7),犬 で

4.14±0.53ml/min/kg2)と 報 告 され て お り,こ の猫 と犬

における摂食後のCre増 加量の違いは腎機能の差によ

るものと推測される.

腎機能の評価 という点からは血漿Cre値 の みで料断

することはないが,猫 ではCre含 有量の高い缶詰を主
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食 としている場合も多 く,ま たCre含 有量の高いフー

ドを摂取 した猫では,血 漿Cre値 が摂食前値 に復する

のには少なくとも12時 間 を要することか ら,血 漿Cre

高値 の際には食餌の影響を考慮する必要があると考え ら

れた.
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Plasma Creatinine Levels and Food Creatinine Contents in Cats
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SUMMARY

The postprandial plasma creatinine (Cre) level significantly increased in relation with Cre content of the
diet, decreasing to the preprandial level at 14 hr after consumption. Food intake should be attended at estimat-
ing the plasma Cre level in cats. - Key words: alimentary, cats, creatinine.
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